
被　　服

2Ca－5

〔(社)日本家政学会

酸化鉄粒子の付着に及ぼす汚染条件の影響
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[目的]固体粒子汚れの付着機構に関するメカニズムを検討するため、まず汚染の基本的

な条件である酸化鉄粒子濃度と汚染の際の振とう速度から付着性への影響を調べた。

[方法]試料：酸化鉄粒子(トダカラーlZOR)、綿布(カナキン)、ポリエステル布(タフタ)

汚染条件：酸化鉄粒子濃度をlOOmlの純水にO.OOlwt%から0. 2wt%となるように調製し、5ciii

xSciの試布を2枚入れ、水平式振とう機で毎分150回の振とう速度で40℃、30分間振とうし

た後、すすぎを1分間、2回行った後、自然乾燥した。付着量は汚染布の反射率を測定し。

すでに確認済みの反射率と付着量の関係式より。付着量を算出した。更に振とう速度と付

着性に関しては。1分間の振とう回数を80回から150回の間で段階的に変えて汚染した後、

上記と同様にすすぎ、乾燥を行って、その汚染性、付着量を測定した。

　[結果](＼酸化鉄粒子濃度と付着性との関係は、低濃度付近で綿布よりもポリエステル布

への付着量がやや多く、0.05ft%以上の高濃度では、いずれの織布も付着が平衡状態となり、

その際。綿布の方がわずかに付着量が多くなった。(z)汚染浴の振とう速度と付着性との関

係は。繊維の種類によって若干差はあるものの、振とう速度が低速の状態では速度に関係

なく付着量の増加は少なかった。さらに速度が増すと付着量は速度に比例して増加し。一

定速度以上で飽和に達して速度による付着の促進が停止した。このように、振とう速度と

酸化鉄粒子の付着量との関係は、速度変化に対して単なる比例関係ではなく。粒子や織布

の複雑な運動によって特異な挙動を示すことがわかった。

2Ca－6 アニオン界面活性剤水溶液中におけるカチオン性高分子ラテックスの

繊維への付着性

広島大学校教育　○北乗弓果　川崎きよ子

　【目的】われわれは従来より。粒子汚れのモデルとしてアニオン性高分子ラテックスを用

い、アニオン界面活性剤である硫酸ドデシルナトリウム（ＳＤＳ）水溶液中における繊維

への付着性について研究してきた。今回は、カチオン性高分子ラテックスを用い、木綿及‘｀’

びナイロン繊維へのラテックスの付着性に及ぼすＳＤＳの臨界ミセル濃度（ｃｍｃ）付近

の濃度の影響について、これら繊維及びラテックスの表面特性との関連を検討した。

　【方法】ラテックスはカチオン性ポリスチレンラテックスを乳化剤不在系で合成したもの

を用いた。ラテックスのr 電位の測定は、顕微鏡電気泳動法により行った。付着実験は、

布をラテックス分散液に一定時間浸潰し、分散液の吸光度の変化より付着量を求めた。

　【結果】カチオン性ラテックスのこ電位はpH8付近に等電点を有し、それより酸性側で

は正値を、アルカリ性側では負値を示した。SDSの添加により、酸性側のラテックスの

こ電位は負に転じた。ラテックスの付着性は、両繊維とも酸性側において大きく、木綿繊

維の方がナイロン繊維よりもさらに大となった。これは、酸性側においてナイロン繊維と

ラテックスのこ電位は同符号であるが、木綿繊維とは異符号となるためと考えられる。さ

らに、SDSの付着防止効果が現れるのは、木綿繊維の方がナイロン繊維よりも高濃度側

となり、アニオン性ラテックスとは異なる結果を示した。いずれの繊維もＳＤＳのc m c

　（cmc:6.2×lQ-'moトdm-'.イオン強度5×10-'. 25℃）直前の濃度で付着が防止された。
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